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出張買取りいたします!

お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方 》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方は、お気軽にご相談ください。
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→4/27
アートと癒しの世界
―美術品を暮らしの中に―

　日頃の感謝を込めたお客様感謝デー。お得な
作品展示いたします。コロナ安全対策中。10:30
～ 17:00 木曜休廊 4/28 ～ 5/8 は春季休廊 

Ξʔτεϖʔεઘ

ೖ৔ແྉ
02�6��6�9101

いわき市ઘ町 2�12�7

খ໺ඒज़ いわき市平字த町̎̎ �̎

　絵本作家・アーティストとして、自然な透明感のある水彩画を中
心に絵本、新聞、壁画などの場で活躍する、しろまさんの作品展。

しろま せいゆう展
ೖ৔ແྉ
02�6����0���→5/3

ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋ町্தా �6

　四季折々の風景の彩と、朝・夕の光を求めて、自分の「気づき」
を狙った写真展です。8:00 ～ 19:00。休店は毎週日・月曜。

大山　登 写真展 
ೖ৔ແྉ
02�6�62�2�27→5/7

ࣛ島γϣοϐϯάηϯλʔʮΤϒϦΞʯ いわき市ࣛ島町ถా字日౉ �

　個処から表紙担当・金澤裕子さんが地元を描いた個展。コラムの
キャラクター・けすんも会場を彩る。10:00 ～ 20:00。4/20 は休業。

みちあふれるもの

- 金澤裕子 絵画展 -
ೖ৔ແྉ
02�6��6�0100 →6/5

→6/12
松本竣介《街》と昭和モダン
―糖業協会と大川美術館のコレクションによる―

　糖業協会と大川美術館のコレクションから、
選りすぐりの優品で「昭和モダン」をテーマに
した展覧会。9:30 ～ 17:00。月曜休館（5/2 除く）

いわき市ཱඒज़ؗ

 Ұൠ 800ԁ
02�6�2��1111

いわき市平字ಊࠜ町 ���

4/25→
常設展示・販売

　益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地
の逸品を展示、販売。手作り洋服販売中。火、
水曜定休。

ಃܳଜ͏͑ͷ͸Β

ೖ৔ແྉ
02�6��6��001

いわき市޷間町্޷間字্໺�6ݪ

ΪϟϥϦʔいわき いわき市ઘέٰ 2�12�1

　窖窯で焼成した器に自ら山野草を植栽する陶芸家。新作展をお楽
しみください。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

窖窯焼成 星野就久 作陶展
ೖ৔ແྉ
02�6��6�026�4/29→5/8

ը࿓٤஡Ϟφϛ いわき市ۋ町্தా �6

　コロナ禍で気分がすぐれない日々が続き、少しでも心が癒される
作品を意識して制作しました。8:00 ～ 19:00。休店は毎週日・月曜。

伊藤一朗 絵画展
ೖ৔ແྉ
02�6�62�2�27 5/10→6/4

খ໺ඒज़ いわき市平字த町̎̎ �̎

　伝統の唐津、独自の技法・造形による朝鮮唐津、落ち着いた発
色の唐津井戸、絵唐津など中里さんの近作100余展を展示する。

十四代 中里太郎左衛門展
ೖ৔ແྉ
02�6����0���5/12→5/23

Ξʔτεϖʔεઘ いわき市ઘ町 2�12�7

　白磁を中心に色絵・染付・ルリ釉・辰砂の作品を制作している。福
岡県美術協会理事、日本民芸館展審査員。10:30 ～ 17:00 木曜休廊

阿部眞士 作陶展
ೖ৔ແྉ
02�6��6�91015/13→6/12

5/15 12:00～

木もれび 春のコンサート

　「木もれびの集い」の皆さんがギターやフルー
ト、オカリナ、パーカッション、箏などで春を
感じる楽曲を披露する。参加費無料。要予約。

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ

ೖ৔ແྉ
02�6�2��10��

いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

5/19→5/23
10:00～17：30（最終日は15：00）

パッチワークキルト合同作品展「絆」
マミーキルト郷ケ丘・パッチワークなごみ・パッチワークコスモス

　震災から11年。パッチワークを通して助け合
い励まし合い、共に歩んできた私たちの作品展
をご覧下さい。無料手作り講習会も開催。

ϥτϒ̒֊ いわきۀ࢈૑଄ؗ اըలࣔϗʔϧ

ೖ৔ແྉ
02�6��6�0277
ϚϛʔΩルτڷέ （ٰ੺஑）

いわき市平字ా町120

5/19→5/23
箱崎りえ 器 TEN

　平在住の箱崎さんが「もえぎの色の季節に何
か少しでも小さな楽しい発見があれば」と開く
器の作品展。10:30 ～ 16:30（最終日 16:00）。

ΪϟϥϦʔ໦΋Εͼ
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090��6���9�27

いわき市޷間町ࡗখ԰字த平6��9

ΪϟϥϦʔいわき いわき市ઘέٰ 2�12�1

今年１月、瀧田先生が満 94 歳で他界されました。白磁、染付、
色絵の遺作展。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

白磁 染付 色絵 瀧田項一遺作展
ೖ৔ແྉ
02�6��6�026�5/21→5/29

6/12 13:00～

木もれび朗読会
川と光りと空と

　西部美智子、山本美鈴、箱崎典子さんが民話
や随筆などを朗読する会。参加費は無料で、参
加には予約が必要となる。
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磐
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叫
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ウ
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痛
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ね
ば
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あ
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人
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あ
ま
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ロ
シ
ア
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よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
、
戦
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は
心
が
痛
む
。
停
戦
・
終
結
・
平
和
へ
と
叫
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美
し
い
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爛
漫
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る
ス

ポ
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「
三
月
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分
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度
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中
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叫
び
恐
怖
半
減
無
事
で
良
か
っ
た
」

美
し
い
開
花
満
開
散
る
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
美
紀
・
80
歳
・
内
郷
）

叫
び
た
い
戦
争
は
悪
プ
ー
チ
ン
よ

「
市
民
を
巻
き
込
ん
で
の
露
の
侵
攻
は
い
か
な
る
理
由

で
も
許
さ
れ
な
い
」

美
人
で
も
百
ま
で
生
き
る
時
代
来
て

「
美
人
薄
命
と
は
遠
い
昔
の
事
。
長
生
き
で
き
る
平
和

な
時
代
に
感
謝
」      

（
内
海
将
行
・
80
歳
・
小
名
浜
）

あ
の
丘
で
絶
叫
し
て
い
た
若
き
頃

花
鳥
画
に
心
打
た
れ
る
美
の
極
致

　
　
　
　
　
　
　  

（
平
間
勝
成
・
70
歳
・
南
相
馬
市
）

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
平
和
を
願
い
叫
ぶ
声

美
し
さ
競
い
な
が
ら
咲
く
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
ヤ
ス
さ
ん
・
72
歳
・
四
倉
）

〝
め
ぐ
み
ち
ゃ
ぁ
〜
ん
〞叫
ぶ
母
声
波
が
消
す

「
北
朝
鮮
へ
向
か
っ
て
呼
ん
で
も…

」

美
智
子
様
夫
婦
の
指
針
指
し
続
け

「
御
成
婚
以
来
『
夫
婦
と
は
』
を
指
し
示
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
前
向
き
・
61
歳
・
四
倉
）

セ
ン
バ
ツ
か
ス
ポ
ー
ツ
ダ
メ
で
も
大
声
叫
ぶ

「
あ
れ
か
ら
60
数
年
日
立
工
業
高
応
援
部
」

〝
美
し
い
十
代
〞
今
で
も
唄
え
る
こ
の
歌
は

「
し
ば
ら
く
行
っ
て
な
い
な
日
立
吉
田
正
記
念
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
小
林
武
・
80
歳
・
常
磐
）

幼
子
の
叫
び
届
く
か
プ
ー
チ
ン
に

「
戦
乱
が
一
日
も
早
く
終
る
こ
と
を
願
う
の
み
で
す
」

美
し
き
こ
の
星
も
つ
か
争
乱
で

「
核
を
ち
ら
つ
か
せ
て
戦
う
大
国
、
危
う
い
時
代
に
成

り
ま
し
た
」
　
　
　
　
　
（
中
野
喜
久
・
88
歳
・
平
）

ま
だ
孫
に
負
け
る
も
の
か
と
叫
び
声

美
し
い
言
う
は
束
の
間
人
と
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　  
（
石
井
利
水
・
95
歳
・
勿
来
）

プ
ー
チ
ン
は
叫
ぶ
平
和
が
聞
こ
え
ぬ
か

解
け
る
け
ど
貰
っ
て
嬉
し
美
辞
麗
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
布
施
敏
家
・
72
歳
・
泉
）

原
爆
の
い
わ
き
で
３
・
11
家
族
バ
ラ
バ
ラ

甘
美
す
き
バ
バ
と
ち
が
っ
て
孫
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
鈴
木
節
子
・
81
歳
・
内
郷
）

テ
レ
ビ
見
て
思
わ
ず
叫
ぶ「
大
谷
さ
ー
ん
‼
」

「
野
球
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

美
し
い
一
本
花
割
れ
目
か
ら

「
野
草
は
場
所
を
選
ば
ず
時
季
が
来
れ
ば
、
セ
メ
ン
ト

の
割
れ
目
で
も
自
分
流
に
咲
く
の
が
見
事
で
す
ね
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
す
ず
や
・
81
歳
・
内
郷
）

プ
ー
チ
ン
よ
泣
き
叫
ぶ
声
聞
こ
え
ぬ
か

「
ニ
ュ
ー
ス
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
様
子
を
見
る
た
び
、
心

が
痛
み
ま
す
」

美
に
目
覚
め
マ
ニ
キ
ュ
ア
の
指
桜
色

「
女
は
60
才
か
ら
‼
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
洒
落

を
し
て
気
分
上
々
⤴
⤴
で
過
ご
し
た
い
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
60
歳
・
常
磐
）

白
鳥
の
川
面
に
叫
ぶ
曽
孫
達

「
曽
孫
達
が
喜
ん
で
餌
付
で
は
し
ゃ
ぎ
」

美
辞
麗
句
書
く
程
行
動
伴
わ
ず

「
文
字
で
書
く
の
は
易
い
が
、
実
行
は
難
し
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
日
和
田
剛
・
86
歳
・
四
倉
）

聞
け
プ
ー
チ
ン
子
等
泣
き
叫
び
母
も
泣
く

「
や
め
プ
ー
チ
ン
戦
争
な
ん
て
狂
っ
た
の
か
」

美
し
い
声
聞
き
た
く
て
受
話
器
と
る

「
や
さ
し
い
言
葉
を
聞
く
と
心
が
温
か
く
な
る
ん
だ
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
賀
沢
金
一
・
86
歳
・
四
倉
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
泣
き
叫
ぶ
民
胸
の
中

「
一
日
も
早
く
停
戦
さ
れ
て
平
和
な
生
活
が
出
来
る
様

祈
る
」

美
し
く
桜
咲
い
て
る
春
の
風

「
風
に
ゆ
れ
て
き
れ
い
で
す
」（
木
田
ト
キ
・
83
歳
・
平
）

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
人
事
で
も
叫
ん
じ
ゃ
う

理
想
で
す
食
べ
歩
き
眠
る
健
康
美

「
そ
れ
が
今
、
ど
れ
も
大
儀
に
な
っ
て
来
て
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
エ
ジ
リ
ー
ン
・
88
歳
・
平
）

叫
ん
で
み
よ
う
天
に
向
か
っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消

年
老
い
つ
つ
も
持
ち
つ
づ
け
た
い
美
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
慶
子
・
73
歳
・
内
郷
）

戦
争
を
止
め
て
欲
し
い
と
叫
ぶ
声

永
遠
に
美
し
き
里
残
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　  

（
三
瓶
和
枝
・
70
歳
・
南
相
馬
市
）

大
津
波
叫
ぶ
声
高
耳
に
あ
り

し
ら
さ
ぎ
が
凛
と
立
位
し
美
の
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
門
馬
ア
サ
子
・
70
歳
・
平
）

叫
ぶ
こ
と
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
許
さ
れ
ず

「
会
食
も
出
来
ず
黙
々
と
」

庭
い
っ
ぱ
い
自
然
の
力
美
を
愛
で
る

「
寒
い
冬
を
越
え
て
緑
の
新
芽
そ
し
て
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
小
林
康
浩
・
80
歳
・
平
）

叫
ぶ
声
遠
く
の
国
の
子
供
た
ち

「
毎
日
の
報
道
に
涙
が
出
ま
す
」

美
し
き
桜
も
開
花
被
災
地
に

「
自
然
災
害
に
負
け
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
こ
ゆ
き
・
71
歳
・
平
）

子
等
叫
ぶ
声
耳
に
し
て
活
も
ら
う

変
わ
り
た
く
た
だ
美
し
く
桜
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
（
西
尾
秀
子
・
80
歳
・
平
）

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「削る」「紙」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。̑ ݄̕೔ʢඞணʣ。

今
月
の
お
題

「
叫
ぶ
」「
美
」



(3)

を基本にし、ϕεトコンσΟγ׆ଇਖ਼しい生ن・
　ϣンをอつ。それがҙ味あるࣾձࢀՃにつなが
　る。　　　　　　　　　 （女性・72歳・内郷）
・一日もૣくձࣾ、学ߍに׳れてྑき友達を作っ
　て下さい。　　　　　　 （女性・66歳・四倉）
・新しいੈքを楽しんで!!おٳみには自分にご๙
　ඒを!!　　　　　　　  （女性・57歳・相馬市）
・何でもνϟレンδしてߦく心が大切だと思う!
　　　　　　　　　　　　 （男性・74歳・౦ా）
。がず焦らず໎った時にはԕճりのಓをબͿٸ・
　　　　　　　　　　　　 （男性・64歳・中Ԭ）
・たくさん失敗して下さい。失敗は੒ޭのもとで
　す。　　　　　　　　　　 （男性・54歳・ۋ）
・自分を信じて前進あるのみです。
　　　　　　　　　　　 （女性・58歳・桜ケ丘）

・まずは人間関係をྑくすること。それには挨拶
　です。そしてすべての人に謙ڏであれば、࢓事
　が少ʑきつくても頑張れます。
　　　　　　　　　　　　 （女性・73歳・内郷）
・相खの࿩をよく聞き、その上で自分のߟえをड़
　べる。やわらかいޱ調でね。大きくਂٵݺして
　から進もう!!　　　　　  （女性・72歳・四倉）
・未来へ向かってあきらΊないで進Ί。
　　　　　　　　　　　　　 （女性・66歳・平）
・「夢は׎う」一日に10ճ、ޱにग़して言いଓけ
　れば必ず׎う。　　　　　 （女性・80歳・ઘ）
・石の上にも3年、す͙にあきらΊず頑張Ζう。
　　　　　　　　　　　　 （女性・68歳・中Ԭ）
・自分のஔかれたཱ৔・環境をࢹ؍٬できるよう
　にਫ਼進する。　　　　　　 （男性・72歳・ઘ）

・新入生のօさん、勉強の疑問఺はその日の内に
　必ずղফ!ڭՊॻ1ϖʔδ1ϖʔδをஸೡに!
　　　　　　　　　　　　　 （男性・63歳・ۋ）
・上を向いてาいてߦってね。
　　　　　　　　　　　 （女性・�4歳・小名浜）
・何事にも努力を。　 （男性・77歳・南相馬市）
・1日1日とෆ҆がফえます。まず1日を頑張って
　下さい。　　　　　　　 （女性・52歳・四倉）
・初心忘るべからず。　　　 （男性・63歳・平）

ʲςʔϚʳ
ɾ৽ࣾձਓɺ৽ೖੜ΁ͷ
ɹΤʔϧɺΞυόΠεΛᶃ の読者声

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ

114

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
以

下
イ
ン
ス
タ
）
は
３
月
23

日
、
フ
ィ
ー
ド
の
表
示
オ

プ
シ
ョ
ン
に
「
フ
ォ
ロ
ー

中
」
と
「
お
気
に
入
り
」

を
追
加
し
、
フ
ィ
ー
ド
の

表
示
方
法
を
増
や
す
新
機

能
を
導
入
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ド
と
は
、
イ
ン

ス
タ
を
開
い
た
時
や
ホ
ー

ム
タ
ブ
を
押
し
た
時
に
表

示
さ
れ
る
画
面
の
こ
と
で

す
。
普
段
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
に
よ
っ
て
個
々
人
の
興

味
に
合
わ
せ
た
順
で
投
稿

が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、
今

回
の
新
機
能
で
は
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
に
影
響
さ
れ
ず

に
、
自
分
が
見
た
い
投
稿

や
ア
カ
ウ
ン
ト
を
自
分
で

選
択
し
、
優
先
的
に
効
率

よ
く
表
示
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
の
画
面
左
上

に
あ
るInstagram

ロ
ゴ

を
タ
ッ
プ
す
る
と
、「
フ
ォ

ロ
ー
中
」
と
「
お

気
に
入
り
」
が
表

示
さ
れ
ま
す
。

「
フ
ォ
ロ
ー
中
」

を

タ
ッ
プ
す
る

と
、
自
分
が
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
ア

カ
ウ
ン
ト
の
投
稿

だ
け
が
時
系
列
順

に
表
示
さ
れ
ま
す
。

「
お
気
に
入
り
」

を
タ
ッ
プ
す
る

と
、「
見
逃
し
た
く
な
い

ア
カ
ウ
ン
ト
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
」
と
表
示
さ
れ

ま
す
。
青
色
で
表
示
さ
れ

て
い
る
「
お
気
に
入
り
に

追
加
」を
タ
ッ
プ
す
る
と
、

イ
ン
ス
タ
か
ら
の
オ
ス
ス

ϑΟʔυදࣔํ๏ʹΦϓγϣϯ௥Ճ
΍ΞΧ΢ϯτࣗ෼Ͱબ୒ߘ౤͍ͨݟ

【
講

師
】
久
野

雅
己

メ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
表
示

さ
れ
、
画
面
下
部
の
「
お

気
に
入
り
を
確
認
」
を

タ
ッ
プ
す
る
と
、
オ
ス
ス

メ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
全
て

お
気
に
入
り
に
登
録
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
画
面
右
上

の
「
＋
」
ボ
タ
ン
を
タ
ッ

プ
す
る
と
、
自
分
で
追
加

し
た
い
ア
カ
ウ
ン
ト
が
選

択
で
き
ま
す
。
お
気
に
入

り
ア
カ
ウ
ン
ト
の
投
稿
の

右
上
に
は
、
お
気
に
入
り

の
目
印
に
な
る
赤
っ
ぽ
い

色
の
星
マ
ー
ク
が
付
き
ま

す
。「
お
気
に
入
り
」
に

は
最
大
50
個
の
ア
カ
ウ
ン

ト
が
登
録
で
き
、
リ
ス
ト

は
い
つ
で
も
編
集
で
き
ま

す
。
登
録
し
た
ア
カ
ウ
ン

ト
の
投
稿
は
、
ホ
ー
ム
で

も
上
位
に
出
て
く
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
お
気
に
入

り
の
追
加
、
削
除
は
、
他

の
人
に
は
表
示
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
安
心
し
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

世界の一杯

「
フ
ェ
ミ
ナ
リ
ー
ズ
世
界
ワ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
」。女
性
ソ
ム
リ
エ
、女
性
醸

造
家
、
女
性
ワ
イ
ン
愛
好
家
な
ど
、
世

界
中
か
ら
集
ま
っ
た
女
性
の
み
で
ワ
イ

ン
の
審
査
を
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
５
年
前
の
春
に

審
査
員
と
し
て
参
加
し
た
思
い
出
を
、

５
年
越
し
に
レ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
所
属
し
て
い
た
料
飲

団
体
か
ら
の
お
誘
い
で
し
た
。
心
惹
か

れ
た
点
は
、
開
催
地
が
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ

ン
の
聖
地
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の

ボ
ー
ヌ
で
あ
っ
た
こ
と
。
以
前
、
ご
紹

介
し
た
オ
ス
ピ
ス
・
ド
・
ボ
ー
ヌ
も
こ

の
地
に
あ
り
ま
す
。
銘
醸
地
を
肌
で
感

じ
た
い
思
い
も
あ
っ
て
、
勇
気
を
出
し

て
審
査
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
日

本
か
ら
は
12
名
の
女
性
が
参
加
。
素
敵

な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ば
か
り
。
パ

リ
に
到
着
後
、
す
ぐ
に
専
用
バ
ス
で
４

時
間
か
け
て
田
舎
町
ボ
ー
ヌ
を
目
指
し

「フェミナリーズ」の開催都市
は毎年変わり、今年はパリ開催。

－ 61－
・フェミナリーズ
　世界ワイン
　コンクール

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
41歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

インスタグラムの新機能
「フォロー中」と「お気に入り」

̨̨̣ͱ͸ʜιʔシϟϧɾωοτϫʔΩϯάɾαʔϏスのུɻڞ௨のझຯ
΍͑ߟΛ͍࣋ͬͯΔਓಉ࢜のग़ձ͍の৔Ͱ͋ͬͨΓɺ༑ୡ΍Ո଒ͱ৘ใަ
Λָ͠Ήこͱ͕Ͱ͖ΔαʔϏスͰ͢ɻྲྀަʹܰؾΓɺͨ͠׵

ま
し
た
。
ワ
イ
ン
畑
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡

り
を
し
つ
つ
、
夜
は
し
っ
か
り
と
審
査

会
の
セ
ミ
ナ
ー
。
審
査
用
紙
は
全
て
フ

ラ
ン
ス
語
な
の
で
、
日
本
語
訳
を
も

ら
っ
て
審
査
に
臨
ん
だ
の
で
す
が
…
。

さ
ら
に
、
審
査
の
当
日
、
白
い
上
着
を

着
て
し
ま
っ
た
私
の
運
命
や
い
か
に
⁉

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
余
談
。
食
事
で
パ

ン
を
頂
い
た
時
、お
皿
の
上
で
は
な
く
、

ク
ロ
ス
に
直
置
き
な
の
で
ビ
ッ
ク
リ
！

ク
ロ
ス
に
散
ら
ば
る
パ
ン
く
ず
が
気
に

な
っ
て
罪
悪
感
〜
。
け
れ
ど
、
人
間
の

適
応
能
力
は
素
晴
ら
し
く
、
数
日
後
、

遠
慮
な
く
ク
ロ
ス
上
に
パ
ン
く
ず
を
ま

き
散
ら
す
私
が
い
ま
し
た
（
笑
）。

審
査
参
加
の
思
い
出
を
レ
ポ
ー
ト

ͻ͞ͷɾ·͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
ϗʔϜϖʔδ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���XXX�TPDJBM�TQFBLFS�DP�KQ

໰͍߹Θͤ

‎

自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て

い
た
無
職
の
長
男
、
英
一

郎
（
44
）
を
刺
殺
し
た
と

し
て
、
殺
人
罪
に
問
わ
れ

た
元
農
水
次
官
・
熊
沢
英

昭
被
告
（
76
）
の
裁
判
が

東
京
地
裁
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
起
訴
状
に
よ
り
ま
す

と
令
和
元
年
６
月
１
日
、

東
京
都
練
馬
区
の
自
宅
で

長
男
の
首
等
を
包
丁
で
何

度
も
刺
し
失
血
さ
せ
た
と

あ
り
ま
す
。
検
察
側
は
陳

述
で
「
長
男
は
中
学
入
学

後
に
い
じ
め
を
受
け
母
親

に
暴
力
を
振
る
う
よ
う
に

な
り
、
大
学
進
学
後
は
１

人
で
暮
ら
し
、
33
歳
か
ら

は
仕
事
を
せ
ず
ゲ
ー
ム
に

没
頭
し
て
い
た
。
同
年
５

月
25
日
に
実
家
に
戻
っ
た

被
告
は
翌
日
、
被
告
に
暴

力
を
振
る
っ
た
。
そ
の
時
、

被
告
は
殺
害
を
決
意
し

た
」
と
い
い
ま
す
。
被
告

の
妻
の
証
言
に
よ
り
ま
す

と
「
長
男
が
実
家
に
戻
っ

た
翌
日
、
被
告
が
留
守
の

時
、
『
お
父
さ
ん
は
い
い

よ
ね
、
東
大
を
出
て
皆
か

ら
尊
敬
さ
れ
何
で
も
順
調

に
い
っ
て
。
そ
れ
に
引
き

換
え
俺
は
、
皆
か
ら
馬
鹿

に
さ
れ
何
を
し
て
も
駄
目

で
い
っ
た
い
俺
の
人
生
は

な
ん
だ
っ
た
の
だ
』
と
突

然
テ
ー
ブ
ル
に
顔
を
突
っ

伏
し
て
、
大
声
で
泣
き
だ

し
た
」
と
い
い
ま
す
。
そ

の
後
被
告
が
帰
宅
し
て
ゴ

ミ
片
付
け
の
話
を
し
ま
す

と
、
突
然
被
告
の
髪
を
つ

か
ん
で
壁
に
頭
を
叩
き
つ

け
「
殺
す
ぞ
、
殺
す
ぞ
」

と
言
っ
て
暴
行
を
繰
り
返

し
ま
し
た
（
長
男
は
こ
の

時
初
め
て
父
に
手
を
出
し

ま
し
た
）。

  

私
は
英
一
郎
君
の
行
為

に
つ
い
て
霊
視
を
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
彼
か
ら
心
の

悲
痛
な
叫
び
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
彼
は
父
の
留

守
中
、
泣
き
出
し
た
と

き
〝
44
歳
に
も
な
っ
て
今

ま
で
自
分
は
父
に
大
変
迷

惑
を
掛
け
て
き
た
。
こ
の

ま
ま
生
き
て
い
て
も
両
親

の
負
担
に
な
る
だ
け
だ
。

い
っ
そ
父
に
恐
怖
を
与
え

て
殺
し
て
も
ら
お
う
〞
と

決
心
し
ま
し
た
。
で
す
か

ら
被
告
が
包
丁
を
突
き
出

し
た
と
き
、
あ
ま
り
抵
抗

を
せ
ず
刺
さ
れ
続
け
（
体

力
か
ら
言
っ
て
も
返
り
討

ち
は
で
き
た
は
ず
）
彼
は

痛
み
に
堪
え
な
が
ら
父
に

感
謝
し
つ
つ
死
ん
で
い
き

ま
し
た
。

彼
は
生
前
、周
囲
に「
父

は
官
僚
の
ト
ッ
プ
で
僕
は

す
ご
く
尊
敬
し
て
い
る
」

と
自
慢
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
父
を
殺
す
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
殺
す
ぞ
」

と
い
う
の
は
威
嚇
で
あ

り
、
本
気
で
殺
す
気
な
ら

黙
っ
て
実
行
し
て
い
た
は

ず
で
す
。
私
は
長
男
の
気

持
ち
が
痛
い
ほ
ど
分
か
り

ま
し
た
。
祈
っ
て
い
ま
し

た
が
、
彼
の
心
情
を
思
う

と
哀
れ
で
涙
が
止
め
ど
な

く
流
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
仏
壇
の
灯
明
２

本
の
炎
が
同
時
に「
ボ
ー
」

と
い
う
音
を
発
し
、
大
き

く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

私
は
そ
の
瞬
間
、
彼
は
心

の
奥
底
を
見
抜
い
て
く

れ
た
私
の
想
い
に
感
応
し

て
霊
界
か
ら
シ
グ
ナ
ル
を

送
っ
て
き
た
の
だ
と
確
信

し
ま
し
た
。
彼
は
決
し
て

恨
ん
で
お
ら
ず
、
む
し
ろ

両
親
を
霊
界
で
見
守
っ
て

い
る
姿
が
霊
視
さ
れ
ま
し

た
。  
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ࡴ
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「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界
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こころのオアシス

代表取締役　小　田　吉　郎

࠷
༏
ल
৆

特
別
賞

令
和
３
年
度
い
わ
き
民

報
ふ
る
さ
と
出
版
文
化
賞

（
い
わ
き
民
報
社
主
催
）

の
選
考
会
が
３
月
９
日
、

平
字
小
太
郎
町
の
い
わ
き

民
報
本
社
で
開
か
れ
、
最

優
秀
賞
に
小
名
浜
字
古

湊
、
開
虎
山
観
音
寺
浄
光

院
（
久
野
真
琴
住
職
）
発

行
の
郷
土
誌
「
小
名
浜
浄

光
院
誌
」が
、特
別
賞
に
内

郷
俳
句
会
（
近
藤
明
老
会

長
）
発
行
の
句
集
「
創
立

五
十
周
年
記
念
合
同
句
集

『
年
輪
』」
と
泉
町
黒
須
野

句
集
『
年
輪
』
創
立

五
十
周
年
記
念
合
同
句
集

・
著

者

17
人
（
代
表

本
田
定
男
）

・
分

野

俳
句
集

・
体

裁

Ａ
５
判
、
縦

組
み
１
３
９
㌻
、
角
背
樹

脂
綴
じ
上
製
本
、
カ
バ
ー

付
き

・
発
行
日

令
和
３
年
３

郷
土
誌
が
最
優
秀
賞
に

浄
光
院

ྩ࿨̏೥౓

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

の
会
社
員
高
橋

健
さ
ん
（
62
）

の
短
編
小
説
集

「
支
店
長
、
大

変
で
す
！
」
が

郷
土
誌
『
小
名
浜
浄
光

院
誌
』

・
著

者

小
野
一
雄
、

佐
藤
孝
徳

・
分

野

歴
史
研
究
書

・
体

裁

Ｂ
５
判
、
縦

２
段
組
み
３
９
１
㌻
、
丸

背
糸
綴
じ
上
製
本
、
カ

最
優
秀
賞
の

郷
土
誌
『
小

名
浜
浄
光
院

誌
』

選
ば
れ
た
。
優
秀
賞
の
該

当
作
は
な
か
っ
た
。

「
小
名
浜
浄
光
院
誌
」

は
、
浄
光
院
の
歴
史
だ
け

で
な
く
、
い
わ
き
の
宗
教

史
や
小
名
浜
の
歴
史
・
民

俗
を
知
る
う
え
で
出
色
の

出
版
物
で
あ
り
、
造
本
・

構
成
・
記
述
ど
れ
も
が
高

く
評
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に

月
10
日

・
発

行

内
郷
俳
句
会

（
会
長
近
藤
明
老
）

・
印
刷
所

株
式
会
社

オ
ー
エ
ム

非
売
品

特
別
賞
の
句
集『
年
輪
』

創
立
五
十
周
年
記
念
合

同
句
集

特
別
賞
の
短
編
小
説

集
『
支
店
長
、
大
変
で

す
！
』

短
編
小
説
集『
支
店
長
、

大
変
で
す
！
』

・
著

者

高
橋
健

・
分

野

小
説

・
体

裁

Ｂ
６
判
、
縦

組
み
２
４
０
㌻
、並
製
本
、

カ
バ
ー
付
き

・
発
行
日

令
和
３
年
８

月
30
日

・
発

行

雄
峰
舎

・
印
刷
所

八
幡
印
刷
株

式
会
社

定
価
１
３
２
０
円

輝
い
た
。

本
賞
は
、
い
わ
き
民
報

創
刊
60
周
年
を
記
念
し
て

平
成
18
年
に
創
設
さ
れ

た
。
い
わ
き
市
内
在
住
者

お
よ
び
市
内
へ
通
勤
・
通

学
す
る
人
の
出
版
物
を
顕

彰
し
、
郷
土
の
文
化
の
醸

成
・
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

バ
ー
付
き

・
発
行
日

令
和
３
年
７

月
17
日

・
発

行

開
虎
山
観
音

寺
浄
光
院

住
職
久
野
真

琴・
印
刷
所

八
幡
印
刷
株

式
会
社

い
わ
き
民
報
ふ
る
さ
と
出
版
文
化
賞

��������������

・自分の未来へ突っ走れ!1度や2度の失敗に挫け
　るな!がんばれ。　　　　　   （男性・小名浜）
・自覚を持って前進してもらいたい。
　　　　　　　　　　　  （ 男性・74歳・内郷）
・初心忘れず、夢に向かってガンバレ。
　　　　　　　　　　　   （男性・18歳・常磐）
・大きな声で挨拶することが基本です。
　　　　　　　　　　　   （女性・60歳・常磐）
・「石の上にも3年」の間に努力と辛抱で、同期
　に遅れをとらないことが大切。
　　　　　　　　　　　   （男性・78歳・常磐）
・今日の喜びを忘れることなく焦らず、怠けず、
　毎日を過ごして下さい。（男性・61歳・四倉）
・小学1年生になる君へ。いっぱいお友達を作って楽
　しい6年間を過ごして下さい。（女性・68歳・好間）

・「石の上にも3年」昔の言葉に感じるかもしれ
　ませんが50を過ぎた今、実感しています。努力
　は報われます。　　　　　 （女性・57歳・平）
・何事も体験と経験が自信につながる。そして何
　事も人生勉強だと信じ素直に受け入れること。
　                              （女性・66歳・相馬市）
・何事にも努力を。　 （男性・77歳・南相馬市）
・「負けじ魂で頑張れ」努力は報われる。
　　　　　　　　　　　　 （女性・70歳・常磐）
・最近はコロナの影響もあり家にいることも多く
　て、気持ちも晴れない事が多いと思います。で
　も何か楽しい趣味を持って気分爽快にして頑張
　って欲しいです。　　　　 （男性・86歳・平）
・努力を重ねて創造の花を咲かせて人生を終えて
　下さい。　　　　　　　 （女性・77歳・常磐）

・あまりネットに頼らず紙面を読み、疑問に思っ
　たことは調べ周囲・先輩に聞くこと。「聞くは
　一時の恥、聞かぬは一生の恥」
　　　　　　　　　　　 （女性・67歳・桜ケ丘）
・新しい環境、新しい人間関係を築くことは大変
　なことです。なので頑張れとは言いません。少
　しでも近づけるよう努力は必要です。義理、人
　情、謙遜を忘れないように!
　　　　　　　　　　　 （女性・53歳・中央台）
・新聞を読むこと。　　　　 （男性・80歳・平）

ʲςʔϚʳ
ɾ৽ࣾձਓɺ৽ೖੜ΁ͷ
ɹΤʔϧɺΞυόΠεɻᶄ
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ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
65
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

誘
導
案
内
の
仕
事
に
勤い
そ
し
む
女
性
を
目
の
前
に
し

て
家
内
が
言
っ
た
。「
お
父
さ
ん
⁉
こ
の
人
の
話
、

ゼ
ッ
タ
イ
に
、〈
個
処
か
ら
〉
に
の
せ
て
ね
！
」
▼

ひ
と
仕
事
終
え
て
も
ど
っ
て
き
た
彼
女
に
家
内
が
尋

ね
た
。「
ア
レ
だ
よ
ね
⁉
き
ょ
う
だ
い
ゲ
ン
カ
し
た

ら
、
手
を
つ
な
が
せ
て
、
話
し
合
わ
せ
る
ん
だ
よ

ね
？
」「
そ
う
で
す
。
親
が
上
か
ら
押
さ
え
つ
け
た

り
一
喝
（
い
っ
か
つ
＝
大
き
な
声
で
し
か
り
つ
け
る

こ
と
）
し
て
も
、。
そ
の
と
き
は
言
う
こ
と
き
く
か

も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
と
考
え
る
力
？
自
分

た
ち
で
問
題
を
解
決
す
る
力
が
つ
か
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
⁉
」「
だ
よ
ね
え
！
」
家
内
が
う
な
ず
い
た
。

「
５
歳
（
♀
）
と
３
歳
（
♂
）
で
す
け
ど
、
け
っ
こ

う
自
分
の
言
葉
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
よ
！
」「
そ

う
す
り
ゃ
、
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
（
言
葉
の
数
）
も
増

え
て
、
対
話
力
も
あ
が
り
ま
す
よ
ね
！
」
私
が
続
け

た
。「
そ
う
い
う
と
き
、
お
母
さ
ん
は
ど
う
し
て
る

ん
で
す
か
？
」「（
親
は
関
係
な
い
！
）
っ
て
顔
し
て

ま
す
。
見
え
る
と
こ
ろ
に
は
い
ま
す
け
ど
、
聴き
い
て

な
い
フ
リ
を
し
て
ま
す
」
▼
ま
た
、
ひ
と
仕
事
終
え

て
も
ど
っ
た
彼
女
が
続
け
た
。「
上
の
子
、
今
年
学

校
だ
か
ら
い
ろ
い
ろ
大
変
で
す
」「
そ
う
！
ラ
ン
ド

セ
ル
っ
て
け
っ
こ
う
高
い
ん
だ
よ
ね
！
」
と
家
内
。

「『
あ
た
し
の
貯
金
使
っ
て
い
い
よ
！
』
っ
て
言
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
よ
！
」「
ウ
ッ
ソ
ー
ッ
！
」
家
内

が
叫
ん
だ
！
「
お
年
玉
と
か
た
め
て
る
ん
で
す
け
ど

…
自
分
が
欲
し
い
も
の
は
、
２
回
考
え
て
、
２
回
目

に
行
っ
た
と
き
に
買
い
な
！
っ
て
教
え
て
い
る
ん
で

す
よ
！
」「
い
い
教
育
だ
ね
」
と
私
が
言
っ
た
。
▼

こ
れ
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転

手
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
彼
女
に
贈
る
。
♪
生

き
て
い
る
間ま
の
ひ
と
し
ご
と
〜
女3

な
ら
や
っ
て
み
な

〜
。 ひ

と
し
ご
と

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
ひ
と
〜

-úú-
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ʬܰࣗಈंࣄ຿ॴʭ
 いわき市த෦ۀ޻団஍û�û ὸ�������

自動車保険!! 見直しませんか？自動車保険!! 見直しませんか？

きな補償!!きな補償!!
お得な掛け金で、お得な掛け金で、

大大
໿ͷܖࡁڞ

खଓき͸؆୯�
�

ͦͷ··ܧଓ
ແނࣄʹΑΔׂҾ͸

͋ͳͨͱ૑Δɽɽɽ̓ ৺ͷ

自動車共済自動車共済※無料見積いたします!

東北自動車共済のご案内
˔౦๺ࣗಈंڠࡁڞಉ૊合ͱ͸ʜ
౦๺ہۀ࢈ࡁܦのೝՄの΋ͱɺত࿨��೥ʹઃཱͨࣗ͠ಈ

ɹ��ंڠࡁڞಉ૊߹Ͱすɻ
    東北自動車共済協同組合：☎022-264-1188
˔૊合΁ͷ͝Ճೖ͸ʜ
ɹ�̍ޱ�
���ԁのग़͕ۚࢿඞཁͰすɻ
˕͓ಘͳֻ͚ۚͰେきͳ҆৺
ɹ��౰૊߹͸ɺ૊߹һの૬ޓැॿのਫ਼ਆʹނࣄ͖ͮجʹΑΔ
ɹ� ͰɺӦརを໨తۀࣄࡁڞతଛࣦをิてΜすΔͨΊのࡁܦ
�����ͱ͠まͤΜ͔Βֻ͕ۚେมׂ҆Ͱすɻ
˕εϐーσΟͳނࣄରԠʂ
ɹނࣄ��ॲཧʹ͋ͨって͸ɺ౦๺̒ݝʹ഑ஔ͠て͍Δࣗಈं
ɹࡁڞ��のઐ໳৬һ͕౰ؒऀࣄʹཱͪɺ੣ҙを΋ってղܾʹ
�����͋ͨりますɻ
˕҆৺Λ݁Ϳࡁڞͷྠʂ
ɹ�શࠃͲ͜Ͱނࣄを͜͞ىΕて΋҆৺Ͱすɻࣗಈंࡁڞの
ɹʮωοτ໢ʯ͕ਝ଎ͳނࣄॲཧを͍ͨ͠ますɻ౰૊߹を
ɹɹ͸͡Ί๺ւಓɾؔ౦ɾத෦ɾ੢೔ຊの̑ͭの૊߹͕ڠ
ɹɹྗ͠ɺ͖Ίࡉ΍͔ͳサービスʹ౒Ίて͍ますɻ


ۀ	,+5	���������
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５月１日（日）～　全日早朝プレーはじまります。

いわき市ԕ໺町ୌࢁࣈϊਆ ����
5&- ����ʢ��ʣ����
IUUQT���XXX�ZVNPUPTQDD�KQ

౬ຊεϓϦϯάε
ΧϯτϦーΫϥϒ

自然を生かし、松林に囲まれた丘陵コース

�ʗ̎̕ʢۚʣʙ̑ʗ ʢ̔೔ʣ
౔ɾ೔ɾॕ ʜˇ̍ ̍ɼ̌̌̌ ʲ৯ࣄ෇ʳ

̑ʗ ʢ݄̎ʣɾ̒ʢۚʣ
ʜʜʜʜʜʜˇ̒ ɼ̑̌̌ ʲ৯ࣄ෇ʳ

ゴールデンウィークプレー料金

いわきࢢฏೆന౔字ീο�2ࡔ�　ὸ（0246）22ô���9
㍿

1

ʲืूཁ߲ʳ˔͔ࠓΒΰϧϑΛ͸͡ΊͯΈ͍ͨͱ͍ͯͬࢥΔਓ
ɹɹɹɹɹ ˔΋͏Ұ౓جຊ͔Βֶͼ͍ͨ˔҆ఆͨ͠εΠϯάΛ
ɹɹɹɹɹ ਎ʹ͚͍ͭͨͱ͍ͯͬࢥΔਓͳͲŊͥͻ͝ࢀՃԼ͍͞Ň

ʲྉɹɹۚʳೖֶۚɹͳ͠
ɹɹɹɹɹ डߨྉɹ��
���ԁ	࣮ٕ࢖༻Ϙʔϧ୅ࠐΈ


ʲ࣌ɹɹؒʳᶃ࣌�ޙޕʙ�࣌��෼ ᶄ࣌�ޙޕʙ�࣌��෼
ʲ։ ߨ ೔ʳ݄̑��೔	౔

˞εΫʔϧத͸ɺʮീοࡔձһʯѻ͍ʹͳΓ·͢ɻ

୹ूظதΰϧϑεΫʔϧੜड෇த
ຖि౔༵೔ɺि̍ճ��िͷεΫʔϧͰ͢

NGF八ッ坂ゴルフ教室　10週でレベルアップ!

ゴールデンウィ
ーク限定

5/3～5の
3日間

ͦͷଞͷ
ϓランも
͟͝い·͢

͝༧໿
ड෇த

˕͝༧໿ɾ͓ ໰い߹わͤ ����ʙ�����

☎0570-550-397 
〒�������� ઋ୆市ଠന۠ळ保町౬ࣈݩআ����
˝ৄ͘͠͸ϗʔϜϖʔδϔ ϗςϧਸ਼๟ 検索

˙ϗςϧ ʢൃؼΓʣ
೔ؼΓ 1��00ઋ୆Ӻ౦͔ޱΒ௚ߦ ແྉૹܴόεຖ೔ӡߦத�

˞ఆһʹͳΓ࣍ୈక੾Β͍͖ͤͯͨͩ·͢ͷͰɺ͓ ૣΊʹ͝༧໿͍ͩ͘͞ɻ˞ ಓ࿏ঢ়گʹΑΓ౸ண͕࣌ؒมಈ͢Δ৔߹͕͍͟͝·͢ɻ

˙ઋ୆Ӻ౦ޱ ʢൃ͖ߦʣ
೔ؼΓ ��30

ϥϯνϏϡοϑΣ։࠵ʂ

೔ؼΓೖཋʴϥϯνϏϡοϑΣ

Թઘʹͭか てͬɺϥϯν͠ てɺΰʔϧσϯ΢ΟʔΫ͸େຬ଍��
10�00ʙ15�00ͷϩϯάεςΠ

3,000円お子様
（3歳～小学生）
お一人様6,070円大人

お一人様
ೖཋ࣌ؒ��ɿ��ʙ��ɿ��  ϥϯνϏϡοϑΣ��ɿ��ʙ��ɿ��ʢ࠷ऴೖ৔øúɿ÷÷ʣ

（税込） （税込）

ιϑτυϦϯΫҿΈ์୊෇̇
˞৽ܕίϩφ΢ΠϧεײછରڧࡦԽʹ͖ͭ人਺Λ੍ͯ͠ݶͷ͝Ҋ಺
ͱͳΓ·͢ͷͰɺ͓ ૣΊʹ͝༧໿ͩ͘ ͍͞ɻ˞ ϥϯνઐ༻ϝχϡʔͷͨ
Ί॓ധ࣌ͷϝχϡʔͱ͸಺༰͕ҟͳΓ·͢ɻ˞ όελΦϧʢϨϯλϧʣ
���ԁɺখλΦϧʢൢചʣ���ԁ˞͝ܜٳ会৔͸େؒ޿ͱͳΓ·͢ɻ

༧໿੍

˔ΰʔϧσン΢ΟʔΫ˔

ランチビュッフェプラン
2,000円3,930円େਓ

͓Ұਓ༷
খֶੜ

͓Ұਓ༷

■ホームページwww.akiugrand.com/

ご予約専用ダイヤル

☎0570-026-001
ळ保άランυϗςϧ 検索

೔ؼΓͰͨͷ͠ΉԹઘͱ͓৯ࣄ �

5/3（火・祝）～５（金・祝）
（੫ࠐ） （੫ࠐ）

˞͝ன৯（��ɿ��ʙ��ɿ��）͸ʮ͓৯ࣄॲ　ཅͩ·Γʯʹ ͯ
ϏϡοϑΣͱͳΓ·͢ɻ˞ ༦৯ϏϡοϑΣͱ͸ϝχϡʔ͕
ҟͳΓ·͢ɻ˞ ͝ೖཋ͸�����ʙ�����ͱͳΓ·͢ɻ˞ ϑ
ΣΠελΦϧ෇ʗόελΦϧ͸Ϩϯλϧ���ԁ˞ผ్ೖ
౬੫ͱͯ͠େਓ͓Ұਓ༷��ԁਃ͠ड͚·͢ɻ˞ Ҏ্খ࠽�
ֶੜະຬの͓༷ࢠ͸�
���ԁɺ̎ ͸ແྉͰ༷ࢠҎԼの͓࠽
͢ɻେ޿ （ؒແྉ）Λ͝ར༻い͚ͨͩ·͢ɻ˞ େؒ޿͸౰೔の
ঢ়گʹΑΓɺ͝ ४උͰきͳい৔߹͕͟͝い·͢ɻఆһʹͳΓ
࣍ୈड෇Λऴྃいͨ͠·͢ɻ͋ Β͔͡Ίྃ͝ঝͩ͘͞いɻ

˙γϟτϧόε（֤��੮ݶఆ）　ઋ୆ൃ���� ϗςϧൃ�����
　͝༧໿ ɾ੍ఆһʹͳΓ࣍ୈకΊ੾ΓͱͳΓ·͢ɻ

લ೔�����·Ͱの 予約制

家族と 仲間と
　　どう過ごす？ 〝ゴールデンウィーク〟が

ʲืूཁ߲ʳ˔͔ࠓΒΰϧϑΛ͸͡ΊͯΈ͍ͨͱ͍ͯͬࢥΔਓ

୹ूظதΰϧϑεΫʔϧੜड෇த
ຖि౔༵೔ɺि̍ճ��िͷεΫʔϧͰ͢

NGF八ッ坂ゴルフ教室　10週でレベルアップ!

やって来ます♪

※引き続き感染症予防に取り組み、お出かけの際は
　感染症対策を行い、感染拡大防止に努めましょう。

　観光？ グルメ？ それともスポーツ？
春の行楽におすすめの、市内外のレ
ジャー、宿泊施設を紹介します♪
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お͠ΌΕ
ͳ༸෰ͨ

ͪͱ

ɹ΍͞͠
͍͏ͭΘ

͕

ɹɹ଴っ
てますɻ

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
͍Θ͖ࢢখ໊඿ࣈ෋Ԭ޲���

5FM������������� 'BY�������������
IUUQ���XXX�POBIBNB�ESJWFST�DP�KQ�খ໊඿ࣗಈंֶߍ

霊
山
寺

平子正子さん（খ໊඿ॅࡏ）
絵手紙ティーワン

絵手紙
　スケッチ逢いたくて逢いたくて逢いたくて

四国八十八ケ所めぐりɾᮟՀҪባༀࢣৗ෱ࣉにて

ʵ̍ʵ

個処からΈͳ͞Μɺ　　　  ʹɺͯͬࡌΈ·ͤΜ͔ʁ
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳ʜࠓճͷ͓୊͸ɺ「削る」「紙」。
2．『私の宝物』シリーズ ʜࢠͲ΋ͷࠒから
　　େࣄʹͯ͠いΔ෺ɺϖοτ΍ଙɺࢠͲ΋ͨ
　　ͪɺԞ͞Μɺ୴ಹ͞Μɺఉɺ࡞඼ͳͲɺΈ
　　ͳ͞Μͷๅ෺Λɺͦͷը૾ͱઆ໌จ（100
　　字ఔ౓）Λఴ͑ͯɺͥͻ͝঺հͩ͘͞いɻ

3．エッセーʜ೔ࠒɺԿؾͳͨ͘͜͡ײͱ΍ɺ
　　ͥͻ఻͑ͨい͜ͱͳͲɻ

ɾࡌܝͷՄ൱͸౰編集室ʹͯ൑அ͠·͢ɻ
ɾ௖いͨ৘報͸౰ϑϦʔϖʔύʔh 個処から Ͱɦ
　ͷΈ࢖༻͠·͢ɻ
ɾϖϯωʔϜΛر๬͢Δਓ͸ɺϖϯωʔϜ΋ఴ
　͑ͯͩ͘͞いɻ
ɾ৔߹ʹΑͬͯ͸ɺ౰編集室ΑΓऔࡐͷ͝࿈བྷ
　Λͤͯ͞いͨͩ͘͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ
ˑߘد͸ɺ༣ૹかϝʔルɺ࣋ࢀͰड͚෇͚͓ͯ
　Γ·͢ɻͥͻɺ͓ͩͤ͘͞دいɻ

͓໰い߹わͤ͸ɺ
　　　　個処から編集室·Ͱɻ

☎0246（23）1666
E-MAIL adv@iwaki-minpo.co.jp

　いわき市平字小太郎町２-７
　　　　　　　　　 （いわきビル１階）
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ

墨と水の世界墨と水の世界
͍Θ͖ਅ๽ձɹձ௕ɹԂ෦ᒇҰʢ২ాொॅࡏʣ

　私が、ある手術で入院するときのことである。明日入院する

という日、手術をしたら食べられないだろうから、美味しいも

のを食べに行こうと妻が提案した。

　息子と３人で、あの店この店と色々品定めをしたが、寒い中う

ろうろと外を出歩いて、インフルエンザにでも罹ってしまって

は大変ということになり、出前ということになってしまった。い

つもの「北乃屋」の天丼だったが、どういうわけか殊の外美味

しかった。これ、もしかしたら入院祝？　まさか…手術前の緊張

を和らげようとの心配りがうれしく、何よりのご馳走であった。

佰拾二 入院祝？

清流

いわきの病院
　　　　医院 福祉施設

σΠαʔϏεηϯλʔ
γϣʔτεςΠ
ॴۀࣄԉࢧޢ୐հډ
Ήͭみอҭॴ

特別養護老人ホーム
いわさき荘

社会福祉法人    いΘ͖ްੜձ
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

͍Θ͖ࢢৗ൬্౬௕୩ொ্ϊ୆������5&-ʢ����ʣ�������'"9ʢ����ʣ�������

医療法人社団 秀 友 会
ઃೖ所��������˔௨所ϦϋϏϦςーγϣンࢪ˔
˔γϣーτεςΠ�˔๚問ϦϋϏϦςーγϣン

等のサービスを承っております
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

ὸ÷ùûýôûúôýøøý čĈğûúôýøøÿ
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

医療
法人酒 井 医 院

【診療時間】 平日/AM9:00～PM6:00  金曜日/AM9:00～PM7:00
【休　　診】日曜･祝日・土曜日午後

☎0246-23-1055
福島県いわき市平字南町12　【駐車場完備】

内科・呼吸器科 ͢·୐๚໰਍ྍԠ͡ࡏ

（順不同）
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日本の神仏占い ɹਆ༷෹༷͸Θͨͨͪ͠ਓ͕ؒࠢΛຏ͍͍͚ͯΔΑ͏ɺຖ೔ݟकͬͯͩͬͯ͘͞
͍·͢ɻͦͯ࣌͠ʹɺਓʑʹϝοηʔδΛ఻͖͑ͯ·͢ɻੜ·Ε݄͝ͱʹɺͦͷ
क͍ͬͯͩͬͯ͘͞Δਆ༷෹༷からͷϝοηʔδΛ͓ಧ͚͠·͢ɻݟʹظ࣌

占い師・ミエル 070（6629）8830
http://www.mielstar.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
り
じ
め
し
よ
う
と
せ
ず
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　分
け
合
い
ま
し
ょ
う
。
分
け
合

っ
た
感
謝
を
感
じ
て
く
れ
る
人
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。
お
互
い
に

助
け
合
え
る
、
良
い
付
き
合
い
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
料
理
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
う

１
月
生
【

　
　
　
　】

保

　
　食

　
　神

（
う
け
も
ち
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　技
や
学
び
の
習
得
は
一
朝
一
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
々
実
践

を
積
み
重
ね
、
少
し
ず
つ
習
熟
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
試
行
錯
誤

や
失
敗
を
恐
れ
な
い
こ
と
。
継
続
は
あ
な
た
を
高
み
へ
と
導
き
ま
す
。

◇
幸
運
の
鍵
：
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食
べ
る

２
月
生
【

　
　
　
　】

天
目
一
箇
神

（
あ
め
の
ま
ひ
と
つ
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
に
力
を
尽
く
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　成
功
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
成
功
と
は
表
面
的
な
話
。
本
当
に
大
切
な
の
は
、
経
験
か

ら
何
を
学
ん
だ
か
。
魂
に
刻
ま
れ
た
も
の
し
か
、
あ
の
世
に
は
持
っ

て
い
け
な
い
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
10
分
瞑
想

３
月
生
【

　
　
　
　】

達

磨

大

師

（
だ
る
ま
だ
い
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　潮
に
流
れ
が
あ
る
よ
う
に
、
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　生
に
も
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
で

す
が
、
た
だ
流
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
流
れ
を
見
極
め
る
目
を
養

い
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
道
を
間
違
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
開
運
の
鍵
：
手
づ
く
り
の
お
に
ぎ
り

４
月
生
【

　
　
　
　】

塩

土

老

翁

（
し
お
つ
ち
の
お
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
べ
て
の
仕
事
は
、
世
の
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
の
た
め
に
な
る
も
の
で
す
。

で
す
が
、
人
の
顔
が
見
え
な
い
と
嫌
気
が
さ
し
て
し
ま
う
も
の
。
自

分
の
仕
事
が
届
い
て
い
る
先
の
人
を
思
い
浮
か
べ
て
仕
事
を
し
ま
し

ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
出
か
け
る
前
に
靴
を
磨
く

５
月
生
【

　
　
　
　】

国
之
常
立
神

（
く
に
の
と
こ
た
ち
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　正
し
い
道
を
歩
ん
で
い
る
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　未
来
を
信
じ
て
進
み
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
自
分
の
ハ
ー
ト
が
違
う
と
言
う
な
ら
、
正
し
い
道
へ
と
戻
る

勇
気
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
勇
気
が
、
心
か
ら
の
幸
せ
へ
つ
な
が

る
の
で
す
。◇
開
運
の
鍵
：
ピ
ア
ノ
の
曲

６
月
生
【

　
　
　
　】

阿
弥
陀
如
来

（
あ
み
だ
に
ょ
ら
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　映
画
や
食
事
な
ど
小
さ
な
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
を
定
期
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
組
み
込
み
ま
し
ょ
う
。
小
さ
な
楽
し
み
は
、
厳
し
い
日
々
を
生
き

抜
く
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
の
時
間
に
な
る
の
で
す
。

◇
開
運
の
鍵
：
ス
ニ
ー
カ
ー
で
散
歩
を
す
る

７
月
生
【

　
　
　
　】

玉

　
　依

　
　媛

（
た
ま
よ
り
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　他
の
家
庭
と
比
べ
ず
に
、
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
ち
ら
し
く
進
み
ま
し
ょ
う
。

他
の
家
庭
と
対
抗
し
た
り
、
体
裁
だ
け
整
え
よ
う
と
し
た
り
せ
ず
、

家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
切
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◇
開
運
の
鍵
：
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
花
を
飾
る

８
月
生
【

　
　
　
　】

天

鈿

女

命

（
あ
め
の
う
ず
め
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　知
恵
こ
そ
が
お
金
を
産
ん
で
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　れ
る
宝
で
す
。
ど
う
せ
同
じ
時

間
勉
強
や
仕
事
を
す
る
な
ら
、
知
恵
を
使
っ
て
少
し
ず
つ
や
り
方
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
。
そ
れ
が
徐
々
に
結
果
や
収
入
に
つ
な
が
る
で
し

ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
朝
食
に
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス

９
月
生
【

　
　
　
　】

思

　
　金

　
　神

（
お
も
い
か
ね
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
経
験
で
も
、「
〜
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
げ
た
」「
〜
さ
せ
ら
れ
た
」

と
考
え
る
と
苦
労
に
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、「
〜
さ
せ
て
も

ら
っ
た
」
と
考
え
る
と
、
全
て
が
学
び
と
な
っ
て
あ
な
た
の
魂
に
蓄

積
さ
れ
ま
す
。◇
開
運
の
鍵
：
遠
出
の
ド
ラ
イ
ブ

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
に
受
け
入
れ
難
い
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　起
き
て
も
、
し
っ
か
り
現
実
を

見
て
受
け
入
れ
て
。
一
度
し
っ
か
り
受
け
入
れ
た
な
ら
、
次
に
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
解
決
で
き
る
で
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
早
く
寝
て
朝
日
を
浴
び
る

11
月
生【

　
　
　
　】

火

遠

理

命

（
ほ
お
り
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　遊
び
に
い
く
な
ら
、
そ
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
調
べ
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、

楽
し
み
が
倍
に
な
り
ま
す
。
食
事
に
行
く
な
ら
、
そ
の
店
の
こ
だ
わ

り
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
も
っ
と
美
味
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
青
い
ハ
ン
カ
チ
を
持
つ

12
月
生【

　
　
　
　】

石

　
　長

　
　姫

（
い
わ
な
が
ひ
め
）

2�22೥ɹ݄̑

月

　
　読

　
　命

（
つ
く
よ
み
の
み
こ
と
）

ฤूʗݸॲ͔Βฤूࣨɹ               ɹൃߦʗ͍Θ͖ຽใࣾ
〒970-8026  いわき市平字小太郎町２-７（いわきビル１階）    TEL（0246）23-1666　FAX（0246）24-2168    E-mail adv@iwaki-minpo.co.jp
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<５月のいわき市内街頭献血予定>

４ 日 10:00～11:30
　　 13:00～16:30
　　　鹿島ショッピングセンター

８ 日 9:30～11:30
　　 13:00～16:30
　　   イオンいわき店

25日 9:00～16:30
　　　小名浜市民会館

問い合わせ　福島県赤十字血液センターいわき出張所　0246（29）5624

※いわき血液センターの献血受付
 【400㍉㍑献血基準】

男性17～69歳、女性18～69歳でともに体重50㌔以上
　毎週火、木、土曜日（祝祭日含む）
　時間は9:00～11:30、12:45～16:30（全血献血は17:00まで）

広告を載せて
みませんか？

TEL．0246-23-1666  FAX．0246-24-2168
広告部 Ｅ-mail  adv@iwaki-minpo.co.jp

広告についてのご連絡先

読者と
つくる情報紙

こ 　　  ここ 　　  こ

個処から

５

砂
漠
の
中
の
緑
地
。

旅
人
を
癒
や
し
て
く
れ
る

場
所
で
す
。

８

食
後
、
こ
れ
を
使
っ

て
歯
の
掃
除
を
し
ま
す
。

９

関
節
〜
は
激
し
い
痛

み
を
伴
う
自
己
免
疫
疾
患

の
一
つ
。

10

眼
球
を
覆
う
部
位
。

眠
く
な
る
と
閉
じ
ま
す

具
。
片
手
で
持
っ
て
上
げ

下
げ
し
ま
す
。

２

〜
レ
ン
ズ
は
目
の
表

面
に
装
着
し
て
視
力
を
補

正
し
ま
す
。

３

ド
イ
ツ
語
で
患
者
の

こ
と
を
何
と
言
う
？

４
「
産
後
の
〜
」
は
出

産
後
、
元
の
体
調
に
戻
る

ま
で
の
こ
と
。

ね
。

12

こ

と

わ

ざ
。
薬
も
過
ぎ

れ
ば
〜
と
な

る
。

16

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
で
陽
性
か
〜

性
か
を
診
断
し

ま
す
。

17

〜
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
は
介

護
支
援
専
門
員

の
こ
と
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

ジ
ア
ス
タ

ー
ゼ
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
豊
富
な
根
菜
類
で

す
。

５

シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
の

国
の
軍
医
に
配
属
さ
れ
て

来
日
。

６

動
物
性
食
品
を
摂
取

せ
ず
穀
物
や
野
菜
だ
け
を

食
べ
る
人
。

７

出
血
部
位
を
布
な
ど

で
強
く
押
さ
え
る
直
接
圧

迫
〜
法
。

９

〜
試

験
紙
は
酸

性
と
ア
ル

カ
リ
性
を

調
べ
る
時

に
使
用
。

11
「

目

は
心
の
〜

で
あ
る
」

は
プ
ラ
ト

ン
の
格
言

で
す
。

13

灯
火

や
つ
や
出

し
、
潤
滑

な
ど
に
用

マ
ス
目
を
文
字
で
埋
め

て
、
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ

た
ら
Ａ
〜
Ｅ
を
つ
な
げ
て

答
え
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
ヒ
ン
ト
・
血
糖
値
を
一

定
に
保
つ
働
き
が
あ
り
ま

す
】

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

筋
ト
レ
で
使
う
器

〈
前
回
の
答
え
〉

Τ
π
Ϋ
ε
η
ϯ

Π
Φ
ϯ

Ϗ
Τ
ϯ

γ
Φ

εά΢
Ψ
Π κ

΢
Ωχ

π
ί
΢

Χ
ϝ

γ
Ϥ
΢
Ω

ν
Ϥ
΢
γ
ϯ
ΩΩ

η
Π

π
ν δ Ϋ

ί
π

΢
χ
Ψ
Ϧ

ϯ
ι
΢
Ω

エ
ッ
ク
ス
線

1 2 3 4

5

6

7 8

9 10 11 12

13 14

15 17

18 19

 A

B

C

D

E

え
答 E

16

 A

C

D

B

今
月
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

  

そ
し
て
正
解
者
の
中
か

ら
３
人
に
、
い
わ
き
民
報

社
提
供
の
「
図
書
カ
ー
ド

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
（
１
０
０
０

円
）」
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

  

図
書
カ
ー
ド
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

は
全
国
の
取
り
扱
い
書
店

で
使
用
で
き
、
本
や
雑
誌

が
購
入
で
き
る
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

  

希
望
者
は
は
が
き
に
①

ク
イ
ズ
の
答
え
②
学
生
時

代
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出

4
月
号
の

　
　
当
選
者

赤
坂
剛
さ
ん
（
錦
）
佐
藤

昭
枝
さ
ん
（
中
央
台
）
小

野
ヒ
ロ
子
さ
ん
（
三
和
）

猪
狩
美
代
子
さ
ん
（
中
央

台
）
水
戸
伸
子
さ
ん
（
相

馬
市
）
永
山
正
さ
ん
（
常

磐
）
日
渡
昇
治
さ
ん
（
東

田
）菅
野
タ
キ
子
さ
ん（
相

馬
市
）金
成
節
子
さ
ん（
好

間
）
戸
田
尚
さ
ん
（
平
）

③
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、５
月
９
日
ま
で
、

編
集
室
（
下
記
参
照
）
へ

「図書カードＮＥＸＴ（1000円）」

クイズ＆プレゼント
いわき民報社提供

プレゼントはこちら

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

  

当
選
者
に
は
賞
品
を
郵

送
し
ま
す
。

３
名様

い
る
油
脂
で
す
。

14

〜
竹
、
〜
茶
、
〜
黄

色
野
菜
。

15

見
つ
け
る
と
躍
る
ほ

ど
喜
ぶ
こ
と
が
語
源
の
キ

ノ
コ
。

18

そ
ば
に
含
ま
れ
る
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
で
す
。

19

ケ
ー
ル
や
ア
シ
タ
バ

な
ど
の
生
野
菜
を
搾
っ
た

ド
リ
ン
ク
。


